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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月29日(2012.11.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化学物質に汚染された汚染水に過硫酸塩を添加して、前記汚染水を浄化する化学物質汚
染の浄化方法であって、
　前記過硫酸塩を添加して、前記汚染水を浄化する前に、前記汚染水のｐＨを５以下にし
た後、脱気処理をして、前記汚染水に溶存する無機炭素を除去又は減少させることを特徴
とする化学物質汚染の処理方法。
【請求項２】
　化学物質に汚染された地下水に過硫酸塩を添加して、前記地下水を原位置で浄化する化
学物質汚染の浄化方法であって、
　前記過硫酸塩を添加して、前記地下水を浄化する前に、前記地下水のｐＨを５以下にし
た後、脱気処理をして、前記地下水に溶存する無機炭素を除去又は減少させることを特徴
とする化学物質汚染の処理方法。
【請求項３】
　化学物質に汚染された汚染水に過硫酸塩を添加して、前記汚染水を浄化する化学物質汚
染の浄化方法であって、
　前記過硫酸塩を添加して、前記汚染水を浄化する前に、前記汚染水のｐＨを５以下にし
た後、炭酸ガス以外のガスにて曝気処理をして、前記汚染水に溶存する無機炭素を除去又
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は減少させることを特徴とする化学物質汚染の処理方法。
【請求項４】
　化学物質に汚染された地下水に過硫酸塩を添加して、前記地下水を原位置で浄化する化
学物質汚染の浄化方法であって、
　前記過硫酸塩を添加して、前記地下水を浄化する前に、前記地下水のｐＨを５以下にし
た後、炭酸ガス以外のガスにて曝気処理をして、前記地下水に溶存する無機炭素を除去又
は減少させることを特徴とする化学物質汚染の処理方法。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の化学物質汚染の処理方法であって、曝気処理又は
脱気処理により排出されるガスを活性炭処理することを特徴とする化学物質汚染の処理方
法。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の化学物質汚染の処理方法であって、前記過硫酸塩
を添加した汚染水又は地下水を中和することを特徴とする化学物質汚染の処理方法。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の化学物質汚染の処理方法であって、前記化学物質
は有機塩素化合物又は芳香族炭化水素であることを特徴とする化学物質汚染の処理方法。
【請求項８】
　化学物質に汚染された地下水を原位置で浄化する化学物質汚染の処理装置であって、
　前記地下水に過硫酸塩を添加する過硫酸塩添加手段と、
　前記過硫酸塩添加手段によって前記地下水に過硫酸塩を添加する前に、前記地下水のｐ
Ｈを５以下にした後、脱気処理をして、前記地下水に溶存する無機炭素を除去又は減少さ
せる無機炭素処理手段と、を備えることを特徴とする化学物質汚染の処理装置。
【請求項９】
　化学物質に汚染された地下水を原位置で浄化する化学物質汚染の処理装置であって、
　前記地下水に過硫酸塩を添加する過硫酸塩添加手段と、
　前記過硫酸塩添加手段によって前記地下水に過硫酸塩を添加する前に、前記地下水のｐ
Ｈを５以下にした後、炭酸ガス以外のガスにて、曝気処理をして、前記地下水に溶存する
無機炭素を除去又は減少させる無機炭素処理手段と、を備えることを特徴とする化学物質
汚染の処理装置。
【請求項１０】
　請求項８又は９記載の化学物質汚染の処理装置であって、前記無機炭素処理手段におけ
る曝気処理又は脱気処理により排出されるガスを活性炭処理する活性炭処理手段を備える
ことを特徴とする化学物質汚染の処理装置。
【請求項１１】
　請求項８～１０のいずれか１項に記載の化学物質汚染の処理装置であって、前記過硫酸
塩添加手段により前記過硫酸塩が添加された地下水を中和する中和手段を備えることを特
徴とする化学物質汚染の処理装置。
【請求項１２】
　請求項８～１１のいずれか１項に記載の化学物質汚染の処理装置であって、前記化学物
質は、有機塩素化合物又は芳香族炭化水素であることを特徴とする化学物質汚染の処理装
置。
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